
高
梁
川

　

岡
山
県
を
代
表
す
る
一
級
河
川
は
、
吉
井
川
、
旭
川
、

高
梁
川
の
三
川
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
県
北
の
中
国
山
地
を

発
し
て
南
に
下
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
高
梁
川
は
、
流
域

面
積
が
二
、六
七
〇
㎢
で
三
川
の
中
で
最
も
広
く
、
支
流

の
成
羽
川
と
小
田
川
は
広
島
県
を
源
と
し
て
お
り
、
岡
山

県
で
は
珍
し
い
流
域
が
二
県
に
ま
た
が
る
大
河
で
あ
る
。

　

小
阪
部
川
ダ
ム
は
、
新
見
市
か
ら
分
か
れ
る
高
梁
川
支

流
小
坂
部
川
（
川
の
名
称
は
「
小
坂4

部
川
」
で
あ
る
が
、

ダ
ム
の
場
合
は
「
小
阪4

部
川
」
と
表
記
さ
れ
る
）
に
あ
る
。

高
梁
川
の
気
候
は
下
流
域
が
瀬
戸
内
型
の
気
候
、
中
上
流

域
は
内
陸
型
の
気
候
で
、
年
間
降
水
量
は
、
下
流
域
が
約

一
、〇
〇
〇
㎜
、
流
域
全
体
の
平
均
で
約
一
、四
〇
〇
㎜
程

度
と
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
も
少
雨
で
あ
る
。
こ
の
た
め

ダ
ム
等
の
水
源
が
整
備
さ
れ
る
以
前
に
は
旱
魃
被
害
が
た

び
た
び
発
生
し
て
い
た
。

　

高
梁
川
本
川
と
支
流
成
羽
川
の
上
流
域
に
は
、
た
た
ら

跡
が
多
数
存
在
し
、
古
く
は
出
雲
地
方
と
並
ん
で
製
鉄
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
山
間
地
域
だ
か
ら
僻
地
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
広
域
に
展
開
し
た
工
業
地
帯
で
あ
っ
た
と

も
い
え
る
。

　

高
梁
川
上
流
域
の
地
質
で
花
こ
う
岩
の
真
砂
は
砂
鉄
を

多
量
に
含
ん
で
い
る
。
砂
鉄
採
掘
は
手
掘
り
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
長
い
年
月
で
独
特
の
地
形
を
形
づ
く
る

ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
鉄
穴
（
カ
ン
ナ
）
流
し
と
は
、
真

砂
を
け
ず
っ
て
水
路
に
落
と
す
作
業
の
こ
と
で
あ
る
。
砂

は
下
流
に
押
し
流
さ
れ
、
砂
鉄
だ
け
が
底
に
た
ま
る
と
い

う
簡
単
な
比
重
選
鉱
で
あ
る
。
鉄
穴
流
し
で
は
多
量
の
水

を
用
い
て
多
く
の
土
砂
を
流
下
さ
せ
た
。
鉄
の
歴
史
は
古

墳
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
鉄
穴
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
平
安
以
来
で
、
原
料
費
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
大
正
十
二
年
頃
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

鉄
穴
流
し
と
農
業
の
関
係
で
は
、
谷
に
柵
を
設
け
る
こ

高
梁
川
が
育
ん
だ
豊
穣
の
大
地
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有
森　

正
浩

と
で
、
鉄
穴
で
流
出
す
る
大
量
の
土
砂
に
よ
り
背
後
に
平

坦
な
土
地
が
で
き
、
そ
れ
を
も
と
に
容
易
に
水
田
を
作
る

こ
と
が
で
き
た
。
文
献
に
よ
れ
ば
明
治
二
十
二
年
の
新
見

市
北
部
の
千
屋
地
区
の
水
田
面
積
は
三
一
二
ha
で
、
一
戸

当
た
り
約
一
ha
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
県
南
部
の
平
野
で

は
当
時
一
戸
当
た
り
約
〇
・
二
ha
に
過
ぎ
な
い
。
千
屋
で

は
域
内
で
全
て
消
費
し
き
れ
ず
、
他
地
域
に
移
出
さ
れ
て

い
た
。
現
代
と
は
異
な
り
上
流
棚
田
地
域
の
方
が
下
流
平

野
部
よ
り
稲
作
が
盛
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
高
梁
川
や
成
羽
川
は
古
く
は
物
資
の
運
搬
に
利

用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
新
見
市
や
広
島
県
庄
原
市
付
近

か
ら
の
鉄
な
ど
が
水
運
に
よ
り
運
ば
れ
て
い
た
。
徳
治
二

年
（
一
三
〇
九
）
に
は
南
都
西
大
寺
の
僧
の
協
力
を
背
景

に
成
羽
川
の
航
路
が
開
削
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
製
鉄
・
稲
作
・
域
外
と
の
活
発
な
交
易
を
支
え
た
交
通

運
輸
の
重
要
な
動
脈
と
も
な
っ
て
い
た
。

吉
備
の
穴
海

　

岡
山
平
野
の
多
く
は
、
古
代
に
は
吉
備
の
穴
海
と
呼
ば

れ
陸
地
で
は
な
く
海
で
あ
っ
た
。
小
阪
部
川
ダ
ム
の
受
益

地
も
そ
の
多
く
は
海
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
海
は
岡
山
県
の

三
大
河
川
か
ら
流
れ
出
る
河
川
水
と
海
水
と
が

入
り
混
じ
っ
て
、
獲
物
も
多
く
漁
労
に
は
最
適
の

条
件
を
備
え
て
い
た
。
内
海
で
あ
る
た
め
穏
や
か

で
、
主
要
な
航
路
と
も
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
ろ
の
海
岸
線
は
今
よ
り
も
ず
っ
と
北

に
あ
り
、
西
大
寺
か
ら
岡
山
に
か
け
て
は
海
面
下

に
あ
り
、
J
R
山
陽
本
線
の
北
、
現
在
の
岡
山
市

花
尻
か
ら
倉
敷
市
酒
津
に
い
た
る
ラ
イ
ン
で
、
懐

の
広
い
穴
海
を
形
成
し
て
い
た
。

　

高
梁
川
、
旭
川
、
吉
井
川
の
三
川
の
中
で
、
高

梁
川
は
最
も
流
域
面
積
が
大
き
い
が
、
支
流
の
数

は
八
四
本
で
、
旭
川
の
一
三
二
本
、
吉
井
川
の

一
九
八
本
に
比
べ
て
も
少
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

高
梁
川
が
三
川
の
中
で
も
地
形
的
に
若
い
幼
年

状
態
に
あ
り
、
盛
ん
な
侵
食
で
大
量
の
土
砂
を
流

下
さ
せ
、
沖
積
作
用
に
よ
り
穴
海
に
干
潟
を
広
く

生
成
さ
せ
る
働
き
を
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
鉄
穴
流
し
や
砂
鉄
を
溶
か
す
燃
料
確
保
の

た
め
行
わ
れ
た
森
林
の
伐
採
に
よ
る
土
砂
の
流

出
も
干
潟
の
発
達
に
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。

　

岡
山
平
野
の
耕
地
面
積
は
約
二
五
千
ha
、
そ
の
う
ち
約

二
〇
千
ha
は
近
世
初
期
に
始
ま
っ
た
干
拓
に
よ
り
造
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
も
と
は
高
梁
川
に
よ
る

沖
積
作
用
で
あ
り
、
今
日
の
岡
山
平
野
の
穀
倉
地
帯
は
高

梁
川
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
と
い
え
る
。
一
方
で
は
、
新
規

用
水
手
当
が
十
分
で
な
い
状
況
下
で
の
干
拓
に
よ
る
耕
地

の
拡
大
は
水
需
給
の
一
層
の
逼
迫
を
来
す
こ
と
に
な
り
、

こ
の
課
題
の
解
決
は
小
阪
部
川
農
業
水
利
事
業
ま
で
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

小
阪
部
川
農
業
水
利
事
業

　

小
阪
部
川
農
業
水
利
事
業
は
、
高
梁
川
を
主
要
水
源
と

し
、
湛
井
十
二
か
郷
、
上
原
井
領
及
び
東
西
用
水
に
掛
か

る
倉
敷
市
、
総
社
市
、
岡
山
市
、
早
島
町
に
ま
た
が
る
約

七
千
ha
の
岡
山
県
最
大
の
稲
作
地
帯
を
受
益
地
と
し
て
い

る
。
こ
の
地
域
で
は
過
去
、
ひ
と
た
び
早
天
に
遭
遇
す
れ

ば
多
く
の
日
を
経
な
い
で
水
源
が
枯
渇
し
た
。
さ
ら
に
用

水
配
分
に
も
種
々
の
複
雑
な
旧
慣
が
あ
り
、
分
水
設
備
も

不
完
全
や
幹
線
水
路
の
断
面
狭
小
、
不
整
で
通
水
状
態
も

悪
か
っ
た
こ
と
か
ら
用
水
の
流
下
に
支
障
を
来
し
て
い
た
。

特
に
用
水
下
流
城
で
は
上
流
取
入
口
関
係
者
に
辞
を
低
く

し
て
交
渉
し
、
よ
う
や
く
余
水
を
譲
り
受
け
る
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
。
取
水
統
制
を
行
な
い
旱
害
防
止
に
努
め
て

も
な
お
、
そ
の
都
度
少
な
か
ら
ず
被
害
が
生
じ
て
い
た
。

　

こ
れ
を
打
破
す
る
た
め
昭
和
十
一
年
八
月
、
岡
山
県
に

高
梁
川
用
水
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
昭
和
十
四
年
三
月

第
五
回
委
員
会
で
、
十
二
か
郷
用
水
改
良
事
業
の
至
急
実
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高
梁
川

　

岡
山
県
を
代
表
す
る
一
級
河
川
は
、
吉
井
川
、
旭
川
、

高
梁
川
の
三
川
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
県
北
の
中
国
山
地
を

発
し
て
南
に
下
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
高
梁
川
は
、
流
域

面
積
が
二
、六
七
〇
㎢
で
三
川
の
中
で
最
も
広
く
、
支
流

の
成
羽
川
と
小
田
川
は
広
島
県
を
源
と
し
て
お
り
、
岡
山

県
で
は
珍
し
い
流
域
が
二
県
に
ま
た
が
る
大
河
で
あ
る
。

　

小
阪
部
川
ダ
ム
は
、
新
見
市
か
ら
分
か
れ
る
高
梁
川
支

流
小
坂
部
川
（
川
の
名
称
は
「
小
坂4

部
川
」
で
あ
る
が
、

ダ
ム
の
場
合
は
「
小
阪4

部
川
」
と
表
記
さ
れ
る
）
に
あ
る
。

高
梁
川
の
気
候
は
下
流
域
が
瀬
戸
内
型
の
気
候
、
中
上
流

域
は
内
陸
型
の
気
候
で
、
年
間
降
水
量
は
、
下
流
域
が
約

一
、〇
〇
〇
㎜
、
流
域
全
体
の
平
均
で
約
一
、四
〇
〇
㎜
程

度
と
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
も
少
雨
で
あ
る
。
こ
の
た
め

ダ
ム
等
の
水
源
が
整
備
さ
れ
る
以
前
に
は
旱
魃
被
害
が
た

び
た
び
発
生
し
て
い
た
。

　

高
梁
川
本
川
と
支
流
成
羽
川
の
上
流
域
に
は
、
た
た
ら

跡
が
多
数
存
在
し
、
古
く
は
出
雲
地
方
と
並
ん
で
製
鉄
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
山
間
地
域
だ
か
ら
僻
地
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
広
域
に
展
開
し
た
工
業
地
帯
で
あ
っ
た
と

も
い
え
る
。

　

高
梁
川
上
流
域
の
地
質
で
花
こ
う
岩
の
真
砂
は
砂
鉄
を

多
量
に
含
ん
で
い
る
。
砂
鉄
採
掘
は
手
掘
り
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
長
い
年
月
で
独
特
の
地
形
を
形
づ
く
る

ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
鉄
穴
（
カ
ン
ナ
）
流
し
と
は
、
真

砂
を
け
ず
っ
て
水
路
に
落
と
す
作
業
の
こ
と
で
あ
る
。
砂

は
下
流
に
押
し
流
さ
れ
、
砂
鉄
だ
け
が
底
に
た
ま
る
と
い

う
簡
単
な
比
重
選
鉱
で
あ
る
。
鉄
穴
流
し
で
は
多
量
の
水

を
用
い
て
多
く
の
土
砂
を
流
下
さ
せ
た
。
鉄
の
歴
史
は
古

墳
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
鉄
穴
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
平
安
以
来
で
、
原
料
費
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
大
正
十
二
年
頃
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

鉄
穴
流
し
と
農
業
の
関
係
で
は
、
谷
に
柵
を
設
け
る
こ

高
梁
川
が
育
ん
だ
豊
穣
の
大
地
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有
森　

正
浩

と
で
、
鉄
穴
で
流
出
す
る
大
量
の
土
砂
に
よ
り
背
後
に
平

坦
な
土
地
が
で
き
、
そ
れ
を
も
と
に
容
易
に
水
田
を
作
る

こ
と
が
で
き
た
。
文
献
に
よ
れ
ば
明
治
二
十
二
年
の
新
見

市
北
部
の
千
屋
地
区
の
水
田
面
積
は
三
一
二
ha
で
、
一
戸

当
た
り
約
一
ha
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
県
南
部
の
平
野
で

は
当
時
一
戸
当
た
り
約
〇
・
二
ha
に
過
ぎ
な
い
。
千
屋
で

は
域
内
で
全
て
消
費
し
き
れ
ず
、
他
地
域
に
移
出
さ
れ
て

い
た
。
現
代
と
は
異
な
り
上
流
棚
田
地
域
の
方
が
下
流
平

野
部
よ
り
稲
作
が
盛
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
高
梁
川
や
成
羽
川
は
古
く
は
物
資
の
運
搬
に
利

用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
新
見
市
や
広
島
県
庄
原
市
付
近

か
ら
の
鉄
な
ど
が
水
運
に
よ
り
運
ば
れ
て
い
た
。
徳
治
二

年
（
一
三
〇
九
）
に
は
南
都
西
大
寺
の
僧
の
協
力
を
背
景

に
成
羽
川
の
航
路
が
開
削
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
製
鉄
・
稲
作
・
域
外
と
の
活
発
な
交
易
を
支
え
た
交
通

運
輸
の
重
要
な
動
脈
と
も
な
っ
て
い
た
。

吉
備
の
穴
海

　

岡
山
平
野
の
多
く
は
、
古
代
に
は
吉
備
の
穴
海
と
呼
ば

れ
陸
地
で
は
な
く
海
で
あ
っ
た
。
小
阪
部
川
ダ
ム
の
受
益

地
も
そ
の
多
く
は
海
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
海
は
岡
山
県
の

三
大
河
川
か
ら
流
れ
出
る
河
川
水
と
海
水
と
が

入
り
混
じ
っ
て
、
獲
物
も
多
く
漁
労
に
は
最
適
の

条
件
を
備
え
て
い
た
。
内
海
で
あ
る
た
め
穏
や
か

で
、
主
要
な
航
路
と
も
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
ろ
の
海
岸
線
は
今
よ
り
も
ず
っ
と
北

に
あ
り
、
西
大
寺
か
ら
岡
山
に
か
け
て
は
海
面
下

に
あ
り
、
J
R
山
陽
本
線
の
北
、
現
在
の
岡
山
市

花
尻
か
ら
倉
敷
市
酒
津
に
い
た
る
ラ
イ
ン
で
、
懐

の
広
い
穴
海
を
形
成
し
て
い
た
。

　

高
梁
川
、
旭
川
、
吉
井
川
の
三
川
の
中
で
、
高

梁
川
は
最
も
流
域
面
積
が
大
き
い
が
、
支
流
の
数

は
八
四
本
で
、
旭
川
の
一
三
二
本
、
吉
井
川
の

一
九
八
本
に
比
べ
て
も
少
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

高
梁
川
が
三
川
の
中
で
も
地
形
的
に
若
い
幼
年

状
態
に
あ
り
、
盛
ん
な
侵
食
で
大
量
の
土
砂
を
流

下
さ
せ
、
沖
積
作
用
に
よ
り
穴
海
に
干
潟
を
広
く

生
成
さ
せ
る
働
き
を
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
鉄
穴
流
し
や
砂
鉄
を
溶
か
す
燃
料
確
保
の

た
め
行
わ
れ
た
森
林
の
伐
採
に
よ
る
土
砂
の
流

出
も
干
潟
の
発
達
に
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。

　

岡
山
平
野
の
耕
地
面
積
は
約
二
五
千
ha
、
そ
の
う
ち
約

二
〇
千
ha
は
近
世
初
期
に
始
ま
っ
た
干
拓
に
よ
り
造
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
も
と
は
高
梁
川
に
よ
る

沖
積
作
用
で
あ
り
、
今
日
の
岡
山
平
野
の
穀
倉
地
帯
は
高

梁
川
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
と
い
え
る
。
一
方
で
は
、
新
規

用
水
手
当
が
十
分
で
な
い
状
況
下
で
の
干
拓
に
よ
る
耕
地

の
拡
大
は
水
需
給
の
一
層
の
逼
迫
を
来
す
こ
と
に
な
り
、

こ
の
課
題
の
解
決
は
小
阪
部
川
農
業
水
利
事
業
ま
で
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

小
阪
部
川
農
業
水
利
事
業

　

小
阪
部
川
農
業
水
利
事
業
は
、
高
梁
川
を
主
要
水
源
と

し
、
湛
井
十
二
か
郷
、
上
原
井
領
及
び
東
西
用
水
に
掛
か

る
倉
敷
市
、
総
社
市
、
岡
山
市
、
早
島
町
に
ま
た
が
る
約

七
千
ha
の
岡
山
県
最
大
の
稲
作
地
帯
を
受
益
地
と
し
て
い

る
。
こ
の
地
域
で
は
過
去
、
ひ
と
た
び
早
天
に
遭
遇
す
れ

ば
多
く
の
日
を
経
な
い
で
水
源
が
枯
渇
し
た
。
さ
ら
に
用

水
配
分
に
も
種
々
の
複
雑
な
旧
慣
が
あ
り
、
分
水
設
備
も

不
完
全
や
幹
線
水
路
の
断
面
狭
小
、
不
整
で
通
水
状
態
も

悪
か
っ
た
こ
と
か
ら
用
水
の
流
下
に
支
障
を
来
し
て
い
た
。

特
に
用
水
下
流
城
で
は
上
流
取
入
口
関
係
者
に
辞
を
低
く

し
て
交
渉
し
、
よ
う
や
く
余
水
を
譲
り
受
け
る
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
。
取
水
統
制
を
行
な
い
旱
害
防
止
に
努
め
て

も
な
お
、
そ
の
都
度
少
な
か
ら
ず
被
害
が
生
じ
て
い
た
。

　

こ
れ
を
打
破
す
る
た
め
昭
和
十
一
年
八
月
、
岡
山
県
に

高
梁
川
用
水
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
昭
和
十
四
年
三
月

第
五
回
委
員
会
で
、
十
二
か
郷
用
水
改
良
事
業
の
至
急
実

岡山県主要河川の流域概要図
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施
と
、
下
流
部
の
調
査
に
着
手
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

同
年
農
林
省
（
当
時
）
で
も
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
昭
和
十
四
年
に
は
未
曽
有
の
旱
魃
が
発

生
し
、
懸
命
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
〇
万
石
余
の
減

収
を
招
く
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
対
策
を
急
ぐ
こ

と
と
な
り
、
昭
和
十
五
年
一
月
、
新
見
市
に
小
阪
部
川
ダ

ム
の
建
設
と
総
社
市
に
湛
井
堰
と
上
原
堰
を
統
合
し
た
高

梁
川
合
同
堰
の
新
設
と
用
水
路
を
改
修
す
る
と
い
う
基
本

方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

　

昭
和
十
五
年
十
一
月
に
は
、
県
営
事
業
と
し
て
高
梁
川

支
流
小
坂
部
川
に
小
阪
部
川
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
に
よ
っ
て
昭
和
十
六
年
一
月
、
現

地
に
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、
昭
和
十
七
年
用
地
買
収
、
補

償
調
印
が
行
な
わ
れ
、
工
事
も
開
始
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
昭
和
十
七
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
お

け
る
戦
局
の
大
き
な
転
換
点
と
さ
れ
た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海

戦
の
あ
っ
た
年
で
あ
る
よ
う
に
、
事
業
着
手
後
も
戦
争
の

影
響
に
よ
り
各
種
の
支
障
に
遭
遇
し
工
事
の
進
捗
は
思
わ

し
く
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
終
戦
を
経
て
昭
和
二
十
三
年

に
農
林
省
直
轄
事
業
へ
移
管
と
な
り
工
事
は
本
格
化
、
昭

和
三
十
一
年
三
月
、
事
業
は
完
了
し
た
。

　

な
お
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
の
地
方
自
治
法
公
布
ま
で

の
県
庁
は
、
国
の
総
合
的
な
地
方
出
先
機
関
と
し
て
の
性

格
を
も
っ
た
組
織
で
あ
り
、
中
央
各
省
は
今
の
よ
う
に
個

別
に
地
方
出
先
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

知
事
は
官
選
で
、
多
く
は
内

務
省
の
高
級
官
僚
が
任
命
さ
れ
、

幹
部
は
内
務
省
な
ど
の
官
僚
が
就
任
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

小
阪
部
川
農
業
水
利
事
業
は
当
初
県
営
事
業
と
し
て
着
手

さ
れ
た
が
、
地
方
自
治
法
や
土
地
改
良
法
施
行
後
の
現
在

の
よ
う
な
県
営
事
事
業
と
は
趣
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
高
梁
川
改
修
に
伴
っ
て
八
か
郷
用
水
以
下
の
諸

用
水
が
東
西
用
水
組
合
に
合
併
さ
れ
、
比
較
的
用
水
事
情

は
安
定
し
た
が
、
十
二
か
郷
の
余
水
地
域
で
あ
る
児
島
郡

興
除
村
と
藤
田
村
が
用
水
不
安
定
地
域
と
し
て
残
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
ま
ず
十
二
か
郷
用
水
の
改

良
が
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
十
二
か
郷
用
水
の
取
水
量
増

加
と
、
幹
線
水
路
の
分
水
施
設
を
改
良
に
よ
っ
て
両
村
に

引
水
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
問
題
が
解

決
す
る
ま
で
に
は
さ
ら
に
長
年
月
を
要
し
た
。

　

高
梁
川
合
同
堰
の
新
設
と
用
水
路
の
改
修
は
国
営
附
帯

小阪部川農業水利事業の施行年表

1931（S6） •満州事変
1936（S11）•高梁川用水委員会設置
1937（S12）•盧溝橋事件（日中戦争起点）
1339（S14）•高梁川下流域に大旱魃
1941（S16）•真珠湾攻撃（太平洋戦争突入）
1942（S17）•ミッドウェー海戦

•県営で小阪部川ダム着工
1943（S18）•農林省を農商省に組織変更
1944（S19）•サイパン島日本軍壊滅
1945（S20）•３月　日本本土への空襲本格化

沖縄戦
•８月　広島市・長崎市に原爆投下

終戦の詔勅（ポツダム宣言受諾と日本の
降伏）
農商省を農林省に組織変更

1946（S21）•日本国憲法公布
•農地改革，地方農地事務局を設置

1947（S22）•地方自治法公布
1948（S23）•ダム建設を国営小阪部川農業水利事業に引継ぎ
1949（S24）•土地改良法公布

•国営附帯県営事業着手（高梁川合同堰他）
1952（S27）•高梁川用水土地改良区設立
1956（S31）•国営小阪部川農業水利事業完工
1957（S32）•小阪部川ダム管理を高梁川用水土地改良区に委託
1963（S38）•地方農地事務局を廃止し地方農政局を設置
1969（S44）•国営附帯県営事業完了（高梁川合同堰他）

国営小阪部川農業水利事業の概要図

の
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
と
し
て
、
昭
和
二
十
四
年
度

に
着
手
さ
れ
、昭
和
四
十
四
年
度
に
完
了
し
た
。
笠
井
堰
は
、

明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）か
ら
大
正
十
五
年（
一
九
二
五
）

に
か
け
て
内
務
省
直
轄
で
行
わ
れ
た
高
梁
川
改
修
事
業
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
一
一
地
点
に
分
か
れ
て
取
水
し
て
い
た

農
業
用
水
を
一
カ
所
に
合
口
す
る
も
の
と
し
て
建
設
さ
れ

た
。
潮
止
堰
は
農
業
用
水
の
他
、
上
水
、
工
水
を
取
水
す

る
施
設
と
し
て
国
土
交
通
省
が
管
理
し
て
い
る
。

小
阪
部
川
ダ
ム

　

本
ダ
ム
は
農
林
省
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
初
め
て
の
本

格
的
な
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
。
な
お
、
ダ

ム
建
設
当
時
の
ダ
ム
地
点
の
地
名
が
美
穀
（
み
よ
し
）
村

で
あ
っ
た
こ
と
や
、
農
業
用
ダ
ム
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

昭
和
三
十
一
年
に
全
国
公
募
に
よ
り
、
ダ
ム
湖
名
は
「
美

穀
湖
」（
み
よ
し
こ
）
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。

　

ダ
ム
サ
イ
ト
の
周
辺
は
蛇
行
し
な
が
ら
南
西
に
流
下
す

る
小
坂
部
川
が
急
峻
で
狭
隘
な
地
形
を
つ
く
っ
て
お
り
、

基
礎
岩
盤
は
堅
硬
な
流
紋
岩
質
凝
灰
岩
が
急
峻
な
V
字
谷

を
成
し
て
い
る
。
ダ
ム
タ
イ
プ
は
、
こ
の
地
形
・
地
質
的

条
件
な
ど
を
考
慮
し
て
、
直
線
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
が
選
定
さ
れ
た
。

　

堤
高
は
六
七
・
二
m

で
、
堤
体
積
は

一
一
四
千
㎥
で
あ
る
。

洪
水
吐
は
一
三
六
㎢

の
流
域
か
ら
流
出
す

る
設
計
洪
水
量
を

七
四
八
㎥
／
s
と
し
、

ゲ
ー
ト
付
き
ダ
ム
と

し
て
設
計
さ
れ
て
い

る
。

　

取
水
設
備
は
当
初
、

堤
体
懸
垂
型
の
取
水

塔
で
、
取
水
ゲ
ー
ト
は

当
初
多
孔
式
ゲ
ー
ト

（
六
門
）
で
あ
っ
た
が
、

後
年
、
水
力
発
電
所

（
昭
和
三
十
七
年
発
電
開
始
）
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
中
国
電
力
株
式
会
社
に
よ
り
、
幅
二
m
、
高
さ
二
二

m
の
角
落
し
二
連
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
ゲ
ー
ト
へ
の
改
築
工

事
が
実
施
さ
れ
た
。
農
業
用
水
従
属
で
取
水
さ
れ
た
用
水

は
堤
体
に
埋
設
し
た
水
圧
鉄
管
を
通
り
、
発
電
水
車
を
回

し
て
発
電
す
る
こ
と
で
減
勢
さ
れ
、
下
流
河
川
に
全
量
放

流
さ
れ
て
い
る
。

ダ
ム
の
施
工

　

県
営
事
業
段
階
で
実
際
の
ダ
ム
工
事
は
昭
和
十
八
年
に

開
始
さ
れ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
資
材
の
枯
渇

や
労
働
力
不
足
に
よ
っ
て
ダ
ム
の
本
体
工
事
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
農
林
省
直
轄
事
業
に
引
き
継
が
れ
て
、
昭

小阪部川ダム断面図

工事中の小阪部川ダム

索道による骨材運搬（高梁川・小坂部川合流点～ダムサイト）

（ダム諸元）
堤　高：67.2m 総 貯 水 量：15,600千㎥
堤　高：145m 有効貯水量：15,100千㎥
堤体積：114千㎥

31土地改良　315号　2021.10 ●



施
と
、
下
流
部
の
調
査
に
着
手
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

同
年
農
林
省
（
当
時
）
で
も
調
査
が
開
始
さ
れ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
昭
和
十
四
年
に
は
未
曽
有
の
旱
魃
が
発

生
し
、
懸
命
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
〇
万
石
余
の
減

収
を
招
く
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
対
策
を
急
ぐ
こ

と
と
な
り
、
昭
和
十
五
年
一
月
、
新
見
市
に
小
阪
部
川
ダ

ム
の
建
設
と
総
社
市
に
湛
井
堰
と
上
原
堰
を
統
合
し
た
高

梁
川
合
同
堰
の
新
設
と
用
水
路
を
改
修
す
る
と
い
う
基
本

方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

　

昭
和
十
五
年
十
一
月
に
は
、
県
営
事
業
と
し
て
高
梁
川

支
流
小
坂
部
川
に
小
阪
部
川
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
に
よ
っ
て
昭
和
十
六
年
一
月
、
現

地
に
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、
昭
和
十
七
年
用
地
買
収
、
補

償
調
印
が
行
な
わ
れ
、
工
事
も
開
始
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
昭
和
十
七
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
お

け
る
戦
局
の
大
き
な
転
換
点
と
さ
れ
た
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海

戦
の
あ
っ
た
年
で
あ
る
よ
う
に
、
事
業
着
手
後
も
戦
争
の

影
響
に
よ
り
各
種
の
支
障
に
遭
遇
し
工
事
の
進
捗
は
思
わ

し
く
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
終
戦
を
経
て
昭
和
二
十
三
年

に
農
林
省
直
轄
事
業
へ
移
管
と
な
り
工
事
は
本
格
化
、
昭

和
三
十
一
年
三
月
、
事
業
は
完
了
し
た
。

　

な
お
戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
の
地
方
自
治
法
公
布
ま
で

の
県
庁
は
、
国
の
総
合
的
な
地
方
出
先
機
関
と
し
て
の
性

格
を
も
っ
た
組
織
で
あ
り
、
中
央
各
省
は
今
の
よ
う
に
個

別
に
地
方
出
先
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

知
事
は
官
選
で
、
多
く
は
内

務
省
の
高
級
官
僚
が
任
命
さ
れ
、

幹
部
は
内
務
省
な
ど
の
官
僚
が
就
任
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

小
阪
部
川
農
業
水
利
事
業
は
当
初
県
営
事
業
と
し
て
着
手

さ
れ
た
が
、
地
方
自
治
法
や
土
地
改
良
法
施
行
後
の
現
在

の
よ
う
な
県
営
事
事
業
と
は
趣
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
高
梁
川
改
修
に
伴
っ
て
八
か
郷
用
水
以
下
の
諸

用
水
が
東
西
用
水
組
合
に
合
併
さ
れ
、
比
較
的
用
水
事
情

は
安
定
し
た
が
、
十
二
か
郷
の
余
水
地
域
で
あ
る
児
島
郡

興
除
村
と
藤
田
村
が
用
水
不
安
定
地
域
と
し
て
残
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
ま
ず
十
二
か
郷
用
水
の
改

良
が
考
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
十
二
か
郷
用
水
の
取
水
量
増

加
と
、
幹
線
水
路
の
分
水
施
設
を
改
良
に
よ
っ
て
両
村
に

引
水
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
問
題
が
解

決
す
る
ま
で
に
は
さ
ら
に
長
年
月
を
要
し
た
。

　

高
梁
川
合
同
堰
の
新
設
と
用
水
路
の
改
修
は
国
営
附
帯

小阪部川農業水利事業の施行年表

1931（S6） •満州事変
1936（S11）•高梁川用水委員会設置
1937（S12）•盧溝橋事件（日中戦争起点）
1339（S14）•高梁川下流域に大旱魃
1941（S16）•真珠湾攻撃（太平洋戦争突入）
1942（S17）•ミッドウェー海戦

•県営で小阪部川ダム着工
1943（S18）•農林省を農商省に組織変更
1944（S19）•サイパン島日本軍壊滅
1945（S20）•３月　日本本土への空襲本格化

沖縄戦
•８月　広島市・長崎市に原爆投下

終戦の詔勅（ポツダム宣言受諾と日本の
降伏）
農商省を農林省に組織変更

1946（S21）•日本国憲法公布
•農地改革，地方農地事務局を設置

1947（S22）•地方自治法公布
1948（S23）•ダム建設を国営小阪部川農業水利事業に引継ぎ
1949（S24）•土地改良法公布

•国営附帯県営事業着手（高梁川合同堰他）
1952（S27）•高梁川用水土地改良区設立
1956（S31）•国営小阪部川農業水利事業完工
1957（S32）•小阪部川ダム管理を高梁川用水土地改良区に委託
1963（S38）•地方農地事務局を廃止し地方農政局を設置
1969（S44）•国営附帯県営事業完了（高梁川合同堰他）

国営小阪部川農業水利事業の概要図

の
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
と
し
て
、
昭
和
二
十
四
年
度

に
着
手
さ
れ
、昭
和
四
十
四
年
度
に
完
了
し
た
。
笠
井
堰
は
、

明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）か
ら
大
正
十
五
年（
一
九
二
五
）

に
か
け
て
内
務
省
直
轄
で
行
わ
れ
た
高
梁
川
改
修
事
業
に

よ
り
、
そ
れ
ま
で
一
一
地
点
に
分
か
れ
て
取
水
し
て
い
た

農
業
用
水
を
一
カ
所
に
合
口
す
る
も
の
と
し
て
建
設
さ
れ

た
。
潮
止
堰
は
農
業
用
水
の
他
、
上
水
、
工
水
を
取
水
す

る
施
設
と
し
て
国
土
交
通
省
が
管
理
し
て
い
る
。

小
阪
部
川
ダ
ム

　

本
ダ
ム
は
農
林
省
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
初
め
て
の
本

格
的
な
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ
る
。
な
お
、
ダ

ム
建
設
当
時
の
ダ
ム
地
点
の
地
名
が
美
穀
（
み
よ
し
）
村

で
あ
っ
た
こ
と
や
、
農
業
用
ダ
ム
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

昭
和
三
十
一
年
に
全
国
公
募
に
よ
り
、
ダ
ム
湖
名
は
「
美

穀
湖
」（
み
よ
し
こ
）
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。

　

ダ
ム
サ
イ
ト
の
周
辺
は
蛇
行
し
な
が
ら
南
西
に
流
下
す

る
小
坂
部
川
が
急
峻
で
狭
隘
な
地
形
を
つ
く
っ
て
お
り
、

基
礎
岩
盤
は
堅
硬
な
流
紋
岩
質
凝
灰
岩
が
急
峻
な
V
字
谷

を
成
し
て
い
る
。
ダ
ム
タ
イ
プ
は
、
こ
の
地
形
・
地
質
的

条
件
な
ど
を
考
慮
し
て
、
直
線
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
が
選
定
さ
れ
た
。

　

堤
高
は
六
七
・
二
m

で
、
堤
体
積
は

一
一
四
千
㎥
で
あ
る
。

洪
水
吐
は
一
三
六
㎢

の
流
域
か
ら
流
出
す

る
設
計
洪
水
量
を

七
四
八
㎥
／
s
と
し
、

ゲ
ー
ト
付
き
ダ
ム
と

し
て
設
計
さ
れ
て
い

る
。

　

取
水
設
備
は
当
初
、

堤
体
懸
垂
型
の
取
水

塔
で
、
取
水
ゲ
ー
ト
は

当
初
多
孔
式
ゲ
ー
ト

（
六
門
）
で
あ
っ
た
が
、

後
年
、
水
力
発
電
所

（
昭
和
三
十
七
年
発
電
開
始
）
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
中
国
電
力
株
式
会
社
に
よ
り
、
幅
二
m
、
高
さ
二
二

m
の
角
落
し
二
連
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
ゲ
ー
ト
へ
の
改
築
工

事
が
実
施
さ
れ
た
。
農
業
用
水
従
属
で
取
水
さ
れ
た
用
水

は
堤
体
に
埋
設
し
た
水
圧
鉄
管
を
通
り
、
発
電
水
車
を
回

し
て
発
電
す
る
こ
と
で
減
勢
さ
れ
、
下
流
河
川
に
全
量
放

流
さ
れ
て
い
る
。

ダ
ム
の
施
工

　

県
営
事
業
段
階
で
実
際
の
ダ
ム
工
事
は
昭
和
十
八
年
に

開
始
さ
れ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
資
材
の
枯
渇

や
労
働
力
不
足
に
よ
っ
て
ダ
ム
の
本
体
工
事
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
農
林
省
直
轄
事
業
に
引
き
継
が
れ
て
、
昭

小阪部川ダム断面図

工事中の小阪部川ダム

索道による骨材運搬（高梁川・小坂部川合流点～ダムサイト）

（ダム諸元）
堤　高：67.2m 総 貯 水 量：15,600千㎥
堤　高：145m 有効貯水量：15,100千㎥
堤体積：114千㎥
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和
二
十
五
年
以
降
本
格
的
に
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
三
十

年
十
月
に
竣
工
し
た
。
な
お
施
工
に
携
わ
っ
た
企
業
は
確

か
な
記
録
が
見
当
た
ら
ず
定
か
で
は
な
い
。
当
時
の
公
共

事
業
の
多
く
は
、
今
の
よ
う
な
請
負
契
約
に
基
づ
く
責
任

施
工
で
は
な
く
、
事
業
実
施
官
庁
が
工
事
の
設
計
、
積
算

を
は
じ
め
作
業
員
、
資
材
、
機
械
の
調
達
、
現
場
の
管
理

な
ど
を
自
ら
行
う
直
営
施
工
で
実
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

小
阪
部
川
ダ
ム
で
も
直
営
施
工
を
主
体
と
し
て
工
事
が
行

わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

工
事
は
、
ダ
ム
本
体
に
先
立
っ
て
、
右
岸
地
山
部
に
仮

排
水
路
を
設
け
、
河
川
水
の
仮
廻
し
が
行
わ
れ
た
。
基
礎

掘
削
は
発
破
が
使
用
さ
れ
た
が
、
仕
上
げ
掘
削
で
は
槌
梃

等
を
用
い
て
緩
ん
だ
岩
片
を
掘
削
除
去
、
小
突
起
部
は

ピ
ッ
ク
ハ
ン
マ
等
で
削
り
落
す
方
法
が
と
ら
れ
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
骨
材
は
約
五
㎞
離
れ
た
高
梁
川
本

流
の
河
床
で
採
取
し
て
分
級
さ
れ
た
川
砂
利
で
、
長
さ

四
・
五
㎞
と
五
・
四
㎞
の
二
基
の
索
道
で
ダ
ム
サ
イ
ト
へ
運

搬
さ
れ
て
い
る
。
セ
メ
ン
ト
は
工
場
か
ら
バ
ラ
セ
メ
ン
ト

を
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
で
索
道
荷
積
場
ま
で
直
送
し
、
そ
こ

か
ら
索
道
で
ダ
ム
地
点
ま
で
輸
送
し
て
い
る
。
堤
体
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
、
ダ
ム
サ
イ
ト
左
岸
地
山
部
に
置
い
た
バ
ッ

チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
ト
で
混
練
し
て
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
と
斜

シ
ュ
ー
ト
を
併
用
し
て
打
設
し
て
い
る
。
打
設
は
、
ダ
ム

軸
方
向
に
一
二
m
間
隔
で
一
一
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
て
行

わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
小
阪
部
川
ダ
ム

　

昭
和
十
八
年
に
設
立
さ
れ
て
い
た
高
梁
川
用
水
普
通
水

利
組
合
が
土
地
改
良
法
の
施
行
に
伴
い
、
昭
和
二
十
七
年

に
高
梁
川
用
水
土
地
改
良

区
に
改
組
さ
れ
、
小
阪
部

川
ダ
ム
完
成
の
翌
々
年
昭

和
三
十
二
年
に
ダ
ム
管
理

が
同
土
地
改
良
区
に
委
託

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
社
会
情
勢
等

の
変
化
か
ら
、
昭
和

三
十
七
年
に
は
、
ダ
ム
の

多
目
的
使
用
の
契
約
に
基

づ
く
中
国
電
力
株
式
会
社

の
小
阪
部
川
発
電
所
が
完

成
し
、
昭
和
四
十
六
年
に

は
、
上
水
（
倉
敷
市
と
県

南
部
水
道
企
業
団
）
と
工

業
用
水
（
ク
ラ
レ
玉
島
工

場
）
と
の
間
で
多
目
的
使

用
の
契
約
が
締
結
さ
れ
て

い
る
。
平
成
十
三
〜
十
九

年
度
に
か
け
て
、
老
朽
化

し
た
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
な
ど

の
改
修
が
県
営
農
業
用
河

川
工
作
物
応
急
対
策
事
業

で
実
施
さ
れ
、
現
在
は
中

国
四
国
農
政
局
に
お
い
て
、

平
成
二
十
六
年
度
よ
り
国

営
施
設
機
能
保
全
事
業
と

し
て
、
放
流
施
設
の
更
新
、

堤
体
老
朽
化
箇
所
の
部
分

補
修
、
監
視
制
御
局
の
更

　

小
阪
部
川
ダ
ム
の
管
理
を
受
け
て
六
四
年

〜
岡
山
県
南
部
の
水
田
に
安
定
し
た
農
業
用
水
を
供
給
〜

高
梁
川
用
水
土
地
改
良
区

理
事
長　

矢
野　

秀
典

　

高
梁
川
用
水
土
地
改
良
区
の
受
益
地
は
岡
山
県

南
部
の
岡
山
市
、
倉
敷
市
、
総
社
市
、
早
島
町
の

約
七
千
ha
の
県
下
最
大
の
水
田
地
帯
で
す
。
こ
の

地
域
は
温
暖
な
瀬
戸
内
海
式
気
候
で
農
業
が
盛
ん

な
と
こ
ろ
で
す
が
、
年
間
降
水
量
は
約
一
千
㎜
程

度
と
全
国
で
も
ま
れ
な
小
雨
地
帯
で
あ
り
、
昔
か

ら
度
々
干
ば
つ
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
地
域
で

す
。

　

昭
和
十
一
年
に
、
岡
山
県
に
高
梁
川
用
水
委
員

会
が
設
置
さ
れ
種
々
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
、
昭
和
十
四
年
の
大
干
ば
つ
を
契
機
に
、
高
梁

川
上
流
の
新
見
市
に
小
阪
部
川
ダ
ム
を
建
設
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ム
の
建
設
は
昭
和
十
六
年
か
ら
県
営
事
業
と

し
て
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
に
よ
る

資
材
や
労
力
の
不
足
の
た
め
中
断
、
戦
後
昭
和

二
十
三
年
か
ら
農
林
省
に
よ
る
国
営
事
業
と
し
て

工
事
が
再
開
さ
れ
、
昭
和
三
十
年
に
完
成
し
、
昭

和
三
十
二
年
か
ら
当
土
地
改
良
区
が
国
か
ら
管
理

委
託
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

当
土
地
改
良
区
は
、
小
阪
部
川
ダ
ム
や
下
流
の

総
社
市
井
尻
野
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
高

梁
川
合
同
堰
の
地
元
負
担
金
の
納
付
や
施
設
の
維

持
管
理
団
体
と
し
て
昭
和
十
八
年
に
設
立
さ
れ
た

高
梁
川
用
水
普
通
水
利
組
合
が
昭
和
二
十
四
年
の

土
地
改
良
法
の
制
定
に
よ
り
、
昭
和
二
十
七
年
に

高
梁
川
用
水
土
地
改
良
区
に
組
織
変
更
さ
れ
た
も

の
で
す
。
組
合
員
は
小
阪
部
川
ダ
ム
受
益
地
内
の

農
家
約
二
万
人
で
あ
り
、
受
益
面
積
と
も
に
県
下

最
大
の
土
地
改
良
区
で
す
。

　

昭
和
三
十
二
年
か
ら
小
阪
部
川
ダ
ム
の
管
理
を

受
け
て
今
年
で
六
四
年
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
、

下
流
の
受
益
地
に
安
定
的
に
農
業
用
水
を
補
給
す

る
た
め
、
田
植
期
、
穂
形
成
期
、
穂
孕
期
な
ど
適

時
、
適
量
な
農
業
用
水
の
放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
時
に
は
安
全
に
洪
水
を
流
下
さ
せ

る
よ
う
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
の
操
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
七
月
の
西
日
本
豪
雨
の
際
に
は
、
小

阪
部
川
ダ
ム
に
お
い
て
は
既
往
最
大
の
流
入
量
毎

秒
四
四
二
・
〇
三
㎥
に
対
し
既
往
最
大
の
放
流
量

毎
秒
四
二
一
・
七
八
㎥
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

小
阪
部
川
ダ
ム
は
利
水
ダ
ム
で
あ
り
、
洪
水
調

節
容
量
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
令
和
元
年
十
二

月
に
国
か
ら
示
さ
れ
た「
既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節

機
能
の
強
化
に
向
け
た
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、

令
和
二
年
か
ら
は
農
業
用
水
の
補
給
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
の
低
水
位
管
理
や
事
前
放
流
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
後
六
六
年
と
な
り
、
ダ
ム
本
体
や

取
水
施
設
等
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
平

成
二
十
六
年
か
ら
令
和
五
年
ま
で
の
予
定
で
国
営

施
設
機
能
保
全
事
業
を
実
施
中
で
あ
り
、
施
設
の

長
寿
命
化
と
維
持
管
理
の
合
理
化
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、
当
土
地
改
良
区
は
今
後
と
も
受
益
地

域
の
農
業
振
興
の
た
め
、
小
阪
部
川
ダ
ム
の
適
正

な
管
理
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
引
き

続
き
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
六
年
は
猛
暑
と
少
雨
で
、
昭
和
十
四
年
以
来
と
い

わ
れ
る
渇
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
高
梁
川
水
系
に
お
け
る
取

水
制
限
は
、
七
月
か
ら
一
三
八
日
に
及
び
、
農
業
用
水
で

は
最
大
九
〇
％
の
取
水
制
限
と
な
っ
た
。

　

ダ
ム
湖
の
底
に
残
っ
た
水
を
三
六
台
の
水
中
ポ
ン
プ
で

放
流
す
る
よ
う
な
対
策
も
行
わ
れ
た
。
一
方
で
は
逼
迫
し

た
生
活
用
水
の
救
援
が
求
め
ら
れ
、
高
梁
川
合
同
堰
で
は
、

湛
井
十
二
か
郷
用
水
組
合
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
生
活

用
水
相
当
分
は
取
水
せ
ず
、
そ
の
取
水
口
が
あ
る
下
流
に

向
け
て
放
流
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応
し
た
。
そ
れ
に
伴
う

農
業
用
水
の
不
足
分
に
は
、
児
島
湾
土
地
改
良
区
の
協
力

に
よ
っ
て
暫
定
的
に
児
島
湖
の
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て

充
て
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
土
地
改
良
事
業
で
造
成
さ
れ

た
水
源
施
設
が
連
携
し
て
フ
ル
稼
働
す
る
こ
と
に
よ
り
未

曽
有
の
渇
水
を
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
を
支
え
る
農
業
の
展
開

　

営
農
は
現
在
、
水
稲
を
中
心
と
し
水
田
の
畑
利
用
に
よ

る
大
麦
、
大
豆
、
野
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
行

わ
れ
て
い
る
。
関
係
市
町
の
岡
山
市
、
倉
敷
市
、
総
社
市
、

早
島
町
の
全
体
で
見
た
場
合
、
農
業
産
出
額
は
、
平
成

二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
は
四
〇
九
億
九
千
万
円
と
岡
山

県
全
体
（
一
、五
〇
五
億
円
）
の
二
七
％
を
占
め
、
米
が

一
四
八
億
二
千
万
円
、
野
菜
が
八
四
億
二
千
万
円
、
果
実

が
一
〇
三
億
八
千
万
円
、
花
き
が
八
億
円
、
麦
類
が

五
億
二
千
万
円
、
雑
穀
、
豆
類
が
二
億
一
千
万
円
で
あ
る
。

市
町
村
別
の
統
計
が
公
表
さ
れ
て
い
る
平
成
二
十
六
年
と

平
成
二
十
九
年
を
比
較
す
る
と
、
農
業
産
出
額
の
総
額
は 

八
九
億
三
千
万
円
（
二
七
・
六
％
）
増
加
し
て
い
る
。
小

阪
部
川
農
業
水
利
事
業
の
受
益
地
は
、
岡
山
県
最
大
の
食

糧
供
給
基
地
で
あ
り
、
今
後
に
お
け
る
農
業
の
益
々
の
発

展
が
期
待
さ
れ
る
。
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和
二
十
五
年
以
降
本
格
的
に
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
三
十

年
十
月
に
竣
工
し
た
。
な
お
施
工
に
携
わ
っ
た
企
業
は
確

か
な
記
録
が
見
当
た
ら
ず
定
か
で
は
な
い
。
当
時
の
公
共

事
業
の
多
く
は
、
今
の
よ
う
な
請
負
契
約
に
基
づ
く
責
任

施
工
で
は
な
く
、
事
業
実
施
官
庁
が
工
事
の
設
計
、
積
算

を
は
じ
め
作
業
員
、
資
材
、
機
械
の
調
達
、
現
場
の
管
理

な
ど
を
自
ら
行
う
直
営
施
工
で
実
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

小
阪
部
川
ダ
ム
で
も
直
営
施
工
を
主
体
と
し
て
工
事
が
行

わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

工
事
は
、
ダ
ム
本
体
に
先
立
っ
て
、
右
岸
地
山
部
に
仮

排
水
路
を
設
け
、
河
川
水
の
仮
廻
し
が
行
わ
れ
た
。
基
礎

掘
削
は
発
破
が
使
用
さ
れ
た
が
、
仕
上
げ
掘
削
で
は
槌
梃

等
を
用
い
て
緩
ん
だ
岩
片
を
掘
削
除
去
、
小
突
起
部
は

ピ
ッ
ク
ハ
ン
マ
等
で
削
り
落
す
方
法
が
と
ら
れ
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
骨
材
は
約
五
㎞
離
れ
た
高
梁
川
本

流
の
河
床
で
採
取
し
て
分
級
さ
れ
た
川
砂
利
で
、
長
さ

四
・
五
㎞
と
五
・
四
㎞
の
二
基
の
索
道
で
ダ
ム
サ
イ
ト
へ
運

搬
さ
れ
て
い
る
。
セ
メ
ン
ト
は
工
場
か
ら
バ
ラ
セ
メ
ン
ト

を
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
で
索
道
荷
積
場
ま
で
直
送
し
、
そ
こ

か
ら
索
道
で
ダ
ム
地
点
ま
で
輸
送
し
て
い
る
。
堤
体
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
、
ダ
ム
サ
イ
ト
左
岸
地
山
部
に
置
い
た
バ
ッ

チ
ャ
ー
プ
ラ
ン
ト
で
混
練
し
て
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
と
斜

シ
ュ
ー
ト
を
併
用
し
て
打
設
し
て
い
る
。
打
設
は
、
ダ
ム

軸
方
向
に
一
二
m
間
隔
で
一
一
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
て
行

わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
小
阪
部
川
ダ
ム

　

昭
和
十
八
年
に
設
立
さ
れ
て
い
た
高
梁
川
用
水
普
通
水

利
組
合
が
土
地
改
良
法
の
施
行
に
伴
い
、
昭
和
二
十
七
年

に
高
梁
川
用
水
土
地
改
良

区
に
改
組
さ
れ
、
小
阪
部

川
ダ
ム
完
成
の
翌
々
年
昭

和
三
十
二
年
に
ダ
ム
管
理

が
同
土
地
改
良
区
に
委
託

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
社
会
情
勢
等

の
変
化
か
ら
、
昭
和

三
十
七
年
に
は
、
ダ
ム
の

多
目
的
使
用
の
契
約
に
基

づ
く
中
国
電
力
株
式
会
社

の
小
阪
部
川
発
電
所
が
完

成
し
、
昭
和
四
十
六
年
に

は
、
上
水
（
倉
敷
市
と
県

南
部
水
道
企
業
団
）
と
工

業
用
水
（
ク
ラ
レ
玉
島
工

場
）
と
の
間
で
多
目
的
使

用
の
契
約
が
締
結
さ
れ
て

い
る
。
平
成
十
三
〜
十
九

年
度
に
か
け
て
、
老
朽
化

し
た
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
な
ど

の
改
修
が
県
営
農
業
用
河

川
工
作
物
応
急
対
策
事
業

で
実
施
さ
れ
、
現
在
は
中

国
四
国
農
政
局
に
お
い
て
、

平
成
二
十
六
年
度
よ
り
国

営
施
設
機
能
保
全
事
業
と

し
て
、
放
流
施
設
の
更
新
、

堤
体
老
朽
化
箇
所
の
部
分

補
修
、
監
視
制
御
局
の
更

　

小
阪
部
川
ダ
ム
の
管
理
を
受
け
て
六
四
年

〜
岡
山
県
南
部
の
水
田
に
安
定
し
た
農
業
用
水
を
供
給
〜

高
梁
川
用
水
土
地
改
良
区

理
事
長　

矢
野　

秀
典

　

高
梁
川
用
水
土
地
改
良
区
の
受
益
地
は
岡
山
県

南
部
の
岡
山
市
、
倉
敷
市
、
総
社
市
、
早
島
町
の

約
七
千
ha
の
県
下
最
大
の
水
田
地
帯
で
す
。
こ
の

地
域
は
温
暖
な
瀬
戸
内
海
式
気
候
で
農
業
が
盛
ん

な
と
こ
ろ
で
す
が
、
年
間
降
水
量
は
約
一
千
㎜
程

度
と
全
国
で
も
ま
れ
な
小
雨
地
帯
で
あ
り
、
昔
か

ら
度
々
干
ば
つ
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
地
域
で

す
。

　

昭
和
十
一
年
に
、
岡
山
県
に
高
梁
川
用
水
委
員

会
が
設
置
さ
れ
種
々
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
、
昭
和
十
四
年
の
大
干
ば
つ
を
契
機
に
、
高
梁

川
上
流
の
新
見
市
に
小
阪
部
川
ダ
ム
を
建
設
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ム
の
建
設
は
昭
和
十
六
年
か
ら
県
営
事
業
と

し
て
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
に
よ
る

資
材
や
労
力
の
不
足
の
た
め
中
断
、
戦
後
昭
和

二
十
三
年
か
ら
農
林
省
に
よ
る
国
営
事
業
と
し
て

工
事
が
再
開
さ
れ
、
昭
和
三
十
年
に
完
成
し
、
昭

和
三
十
二
年
か
ら
当
土
地
改
良
区
が
国
か
ら
管
理

委
託
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

当
土
地
改
良
区
は
、
小
阪
部
川
ダ
ム
や
下
流
の

総
社
市
井
尻
野
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
高

梁
川
合
同
堰
の
地
元
負
担
金
の
納
付
や
施
設
の
維

持
管
理
団
体
と
し
て
昭
和
十
八
年
に
設
立
さ
れ
た

高
梁
川
用
水
普
通
水
利
組
合
が
昭
和
二
十
四
年
の

土
地
改
良
法
の
制
定
に
よ
り
、
昭
和
二
十
七
年
に

高
梁
川
用
水
土
地
改
良
区
に
組
織
変
更
さ
れ
た
も

の
で
す
。
組
合
員
は
小
阪
部
川
ダ
ム
受
益
地
内
の

農
家
約
二
万
人
で
あ
り
、
受
益
面
積
と
も
に
県
下

最
大
の
土
地
改
良
区
で
す
。

　

昭
和
三
十
二
年
か
ら
小
阪
部
川
ダ
ム
の
管
理
を

受
け
て
今
年
で
六
四
年
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
、

下
流
の
受
益
地
に
安
定
的
に
農
業
用
水
を
補
給
す

る
た
め
、
田
植
期
、
穂
形
成
期
、
穂
孕
期
な
ど
適

時
、
適
量
な
農
業
用
水
の
放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
時
に
は
安
全
に
洪
水
を
流
下
さ
せ

る
よ
う
洪
水
吐
ゲ
ー
ト
の
操
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
七
月
の
西
日
本
豪
雨
の
際
に
は
、
小

阪
部
川
ダ
ム
に
お
い
て
は
既
往
最
大
の
流
入
量
毎

秒
四
四
二
・
〇
三
㎥
に
対
し
既
往
最
大
の
放
流
量

毎
秒
四
二
一
・
七
八
㎥
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

小
阪
部
川
ダ
ム
は
利
水
ダ
ム
で
あ
り
、
洪
水
調

節
容
量
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
令
和
元
年
十
二

月
に
国
か
ら
示
さ
れ
た「
既
存
ダ
ム
の
洪
水
調
節

機
能
の
強
化
に
向
け
た
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、

令
和
二
年
か
ら
は
農
業
用
水
の
補
給
に
支
障
の
な

い
範
囲
で
の
低
水
位
管
理
や
事
前
放
流
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
後
六
六
年
と
な
り
、
ダ
ム
本
体
や

取
水
施
設
等
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
平

成
二
十
六
年
か
ら
令
和
五
年
ま
で
の
予
定
で
国
営

施
設
機
能
保
全
事
業
を
実
施
中
で
あ
り
、
施
設
の

長
寿
命
化
と
維
持
管
理
の
合
理
化
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、
当
土
地
改
良
区
は
今
後
と
も
受
益
地

域
の
農
業
振
興
の
た
め
、
小
阪
部
川
ダ
ム
の
適
正

な
管
理
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
引
き

続
き
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
六
年
は
猛
暑
と
少
雨
で
、
昭
和
十
四
年
以
来
と
い

わ
れ
る
渇
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
高
梁
川
水
系
に
お
け
る
取

水
制
限
は
、
七
月
か
ら
一
三
八
日
に
及
び
、
農
業
用
水
で

は
最
大
九
〇
％
の
取
水
制
限
と
な
っ
た
。

　

ダ
ム
湖
の
底
に
残
っ
た
水
を
三
六
台
の
水
中
ポ
ン
プ
で

放
流
す
る
よ
う
な
対
策
も
行
わ
れ
た
。
一
方
で
は
逼
迫
し

た
生
活
用
水
の
救
援
が
求
め
ら
れ
、
高
梁
川
合
同
堰
で
は
、

湛
井
十
二
か
郷
用
水
組
合
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
生
活

用
水
相
当
分
は
取
水
せ
ず
、
そ
の
取
水
口
が
あ
る
下
流
に

向
け
て
放
流
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応
し
た
。
そ
れ
に
伴
う

農
業
用
水
の
不
足
分
に
は
、
児
島
湾
土
地
改
良
区
の
協
力

に
よ
っ
て
暫
定
的
に
児
島
湖
の
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て

充
て
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
土
地
改
良
事
業
で
造
成
さ
れ

た
水
源
施
設
が
連
携
し
て
フ
ル
稼
働
す
る
こ
と
に
よ
り
未

曽
有
の
渇
水
を
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
を
支
え
る
農
業
の
展
開

　

営
農
は
現
在
、
水
稲
を
中
心
と
し
水
田
の
畑
利
用
に
よ

る
大
麦
、
大
豆
、
野
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
行

わ
れ
て
い
る
。
関
係
市
町
の
岡
山
市
、
倉
敷
市
、
総
社
市
、

早
島
町
の
全
体
で
見
た
場
合
、
農
業
産
出
額
は
、
平
成

二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
は
四
〇
九
億
九
千
万
円
と
岡
山

県
全
体
（
一
、五
〇
五
億
円
）
の
二
七
％
を
占
め
、
米
が

一
四
八
億
二
千
万
円
、
野
菜
が
八
四
億
二
千
万
円
、
果
実

が
一
〇
三
億
八
千
万
円
、
花
き
が
八
億
円
、
麦
類
が

五
億
二
千
万
円
、
雑
穀
、
豆
類
が
二
億
一
千
万
円
で
あ
る
。

市
町
村
別
の
統
計
が
公
表
さ
れ
て
い
る
平
成
二
十
六
年
と

平
成
二
十
九
年
を
比
較
す
る
と
、
農
業
産
出
額
の
総
額
は 

八
九
億
三
千
万
円
（
二
七
・
六
％
）
増
加
し
て
い
る
。
小

阪
部
川
農
業
水
利
事
業
の
受
益
地
は
、
岡
山
県
最
大
の
食

糧
供
給
基
地
で
あ
り
、
今
後
に
お
け
る
農
業
の
益
々
の
発

展
が
期
待
さ
れ
る
。
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